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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9925 4,0059 0,34% 6,27% 3,6374 4,1217

対円 JPY 26,58 26,55 -0,11% -7,55% 30,08 26,09

対ユーロ BRL 4,4351 4,4430 0,18% 5,15% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 106,12 106,38 0,25% -1,72% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 117,87 117,96 0,08% -2,79% 117,52 127,50

Index 99.057 99.806 0,76% -3,82% 106.650 87.536

bps 140,90 139,01 -1,34% 8,15% 209,52 124,06

% 7,24 7,17 -0,97% -2,06% 9,34 7,15

% 5,47 5,43 -0,82% -5,24% 6,69 5,42

% 2,12375 2,13588 0,57% -7,12% 2,8039 2,1238

Index 170,03 170,41 0,22% -5,37% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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Treasury Department

先週金曜日、ドイツ政府がリセッション入りした場合には財政赤字覚悟で対応する用意があると独誌が報じた
ことで、リスクオフムードが落ち着きドル高が進行。メルケル首相とショルツ財務相は景気低迷により税収が落
ち込んだ場合、その穴埋めとして債務を増やすことも厭わないとのこと。レアルに加え、トルコリラやメキシコペ
ソなどの新興国通貨はドル高の影響で総じて通貨安となった。更に午後には大手格付会社の２社がアルゼン
チンの信用格付けを既に投機的水準にあった格付から更に引き下げを発表。フィッチは長期発行体格付を
「B」から「CCC」とし、S＆Pは「B」から「B-」に引下げ見通しをネガティブとしたため、レアルは４．００を超えた。
ブラジル中央銀行は１５日からスポット市場と先物市場でドルを売買しているが、ここまでのところ為替への影
響は僅かしかない。ボベスパ指数も先週一週間、世界の経済成長や貿易戦争、米国経済の後退懸念に加え、
アルゼンチンの破綻懸念もあり、１００，０００ポイントを下回って終えており、下落の流れ歯止めがまだかかって
いない。米国市場ではマーケットの関心がジャクソンホールでのシンポジウム（8/22-8/24）でのパウエルFRB
議長の講演内容に移っており、週後半にかけて貿易戦争をめぐる話題から遠ざかったことで株式が買われた
こともあり、米ドルも週間ベースで主要１０通貨の大半に対して上昇した。シンポジウムに先立ち今週はFOMC
とECBの議事録要旨も発表される予定であり、今後の金融政策を確認するうえで注目しておきたい。


